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Abstract

The Japan Association for Philosophy of Science provides a LATEX2ε class file, named

japs.cls for the Journal of the Japan Association for Philosophy of Science. This document

provides instructions on how to use the class file.

1. まえがき

本ドキュメントは，「科学基礎論研究」和文誌の「論
文」，「討論」，「書評」を，japs.clsを利用して執筆す
る際の注意事項を簡単にまとめたものです．
テンプレートに従った記述方法を，2 章（「論文」お
よび「討論」）と 3 章（「書評」）で説明します．4 章で
は，プリンタへの出力と pdf ファイルの作成について
説明します．

2. 「論文」および「討論」のテンプレート

テンプレートをもとにコマンドの説明をします．原
稿執筆に際しては，本クラスファイルとともに配布さ
れるテンプレート（template.tex）を使用できます．
\documentclass{japs}

\usepackage{graphicx}

%\usepackage{amsmath}

%\usepackage[psamsfonts]{amssymb}

\begin{document}

\Year{2015}

\Vol{42}

∗科学基礎論学会
E-mail: kisoron@sasappa.co.jp
××に感謝いたします．

\No{2}

\title[柱用題名]%

{和文題名}

%\subtitle{和文副題名}

\etitle{英文題名}

%\esubtitle{英文副題名}

\authorlist{%

\authorentry{科学 太郎}

{Tarou Kagaku}{APS}

}

%\breakauthorline{3}

%\headauthors{科学他}

\affiliate[APS]{科学基礎論学会}

{E-mail: kisoron@sasappa.co.jp}

\ack{××に感謝いたします．}

\begin{abstract}

...

\end{abstract}

\received{2010}{2}{28}

\revised{2010}{3}{1}

\accepted{2015}{6}{25}

\maketitle

\section{}

%% 番号つきでない文献
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\begin{references}

\item

\end{references}

%% 番号つきの文献
\begin{thebibliography}{99}

\bibitem{}

\end{thebibliography}

\end{document}

• \Year，\Vol，\No は，発行年，巻数，号数をアラビ
ア数字で指定します．これらは柱に出力されます．
投稿論文がいつ掲載されるかわからない場合は，

引数を空にするかコマンドをコメントアウトしてく
ださい．

• \title には和文題名を記述します．題名が長くな
る場合，任意の場所で改行したいときは，\\ で改行
します．
和文題名は奇数ページの柱にも出力されますが，

見出しが長すぎて柱の文字がはみ出す場合（ワーニ
ングが出力されます）は，
\title[柱用の短い題名]{和文題名}

という形で，柱用に短い和文題名を記述することが
できます．
必要に応じて和文副題名を指定することもでき

ます．
\subtitle{和文副題名}

• \etitle には英文題名を記述します．
必要に応じて英文副題名を指定することもでき

ます．
\esubtitle{英文副題名}

•著者名は以下のように記述します．
\authorlist{%

\authorentry{科学 太郎}

{Tarou Kagaku}{APS}

}

著者のリストを \authorentry に記述し，リスト全
体を \authorlist の引き数にします．
–第 1引き数の和文著者名の姓と名の間に必ず半角
スペースを挿入します（スペースを挿入し忘れた
場合にはワーニングが出力されます）．姓は偶数頁
の柱にも出力されます．

–第 2引き数の英文著者名は，頭文字のみ大文字で
記述します．ファミリーネームは自動的に全て大
文字になります．

–第 3引き数には，所属を示すラベルを記述します．
機関，学部，部門などを表す簡潔なものにします．
このラベルは，後述する \affiliate の第 1引き
数に対応します．
ラベルの前後にスペースを挟まないでください．

{APS} と {APS�} は別の所属と判断されます．
–著者が多数であり，英文著者名を任意の場所で改
行したい場合は，\breakauthorline コマンドを
使用します．
\breakauthorline{3}

と記述すれば 3人目の著者名の後ろで改行します．
カンマで区切ることによって複数指定することも
できます．

– \authorentry の第 1引き数の姓は，偶数頁の柱
にも出力されます．著者の数が多い場合に，偶数
頁の柱が版面をはみ出すこともあります．そのよ
うな場合は，以下のように柱の著者名を直接指定
することもできます．
\headauthors{科学他}

•所属は，次のように記述します．
\affiliate[ラベル]{所属}{E-mail}

所属の情報は，先頭頁左段下の脚注部分に出力され
ます．\authorentry で付けたラベルの出現順に記
述してください．
–第 1引き数は，\authorentry で指定したラベル
に対応します．ここでもラベルの前後に余分なス
ペースを挿入しないでください．

–第 2引き数には所属を記述します．
–第 3引き数には E-mail アドレスを記述します．
– \affiliate のラベルが，\authorentry で記述
したラベルと対応しないときは，ワーニングメッ
セージが端末に出力されます．

•投稿原稿に関する謝辞などを記述することができ
ます．
\ack{××に感謝いたします．}

•要旨は abstract 環境に，100単語程度の欧文で記述
してください．

• \received は，投稿の日付を記述します．3つの引
き数に前から順に，年（西暦），月，日のアラビア数
字を記述します．
\received{2010}{2}{28}

再投稿の場合は，\received とともに\revised

に同じように記述してください．
\received{2010}{2}{28}
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\revised{2010}{3}{1}

掲載決定の場合は，\accepted に同じように記述
してください．
\received{2010}{2}{28}

\revised{2010}{3}{1}

\accepted{2015}{6}{25}

•番号つきでない文献は references 環境に，番号つ
きの文献は thebibliography 環境に記述してくだ
さい．

3. 「書評」のテンプレート

\documentclass[bookreview]{japs}

%\setcounter{page}{1}

\begin{document}

\Year{2015}

\Vol{39}

\No{1}

\maketitle

\end{document}

• \documentclass のオプションとして bookreview

を指定します．
• \Year，\Vol，\No のみを指定します．

4. プリンタへの出力と pdf の作成方法

• dvipsを使用してB5用紙に出力する場合のパラメー
タは，以下のような設定になります．prt には，お
使いのプリンタ名を記述します．
dvips -Pprt -t b5 -O 0in,0in file.dvi

•A4用紙に出力する場合のパラメータは，だいたい以
下のような設定になります（以下では段幅の関係で
折り返しています）．
dvips -Pprt -t a4

-O 14mm,20mm file.dvi

• pdf に書き出すには二通りの方法があります．
– dvipdfmx を使って pdf にします（-p b5 とする
と，欧米の B5サイズになることがあります）．
dvipdfmx -p 182mm,257mm

-x 1in -y 1in -o file.pdf file.dvi

オプションの -x 1in -y 1in は省略できます．
– dvips を使用して，ps に書き出します．prt には，

お使いのプリンタ名を記述します．
dvips -Pprt -t b5 -O 0in,0in

-o file.ps file.dvi

オプションの -O 0in,0in は省略できます．
次に Acrobat Distiller で pdf に変換します．
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